
２００７年７月アルゼンチンの経済情勢 

２００７年８月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概要 

（１）７月に入ってからも、気温低下によるエネルギー需要の増加、水不足による電力発

電量の低下などのため、エネルギー不足が続き、大口使用者向けの電力及びガスの供給制

限が続いた。 

ミセリ経済相が辞任し、ペイラノ商工長官が後任に就任した。クリスティーナ・フェル

ナンデス大統領夫人が大統領選への出馬表明を行い、現政権の方針を継続すること等を表

明した。 

最低賃金の引上げが決められたほか、所得税の課税最低限の引上げ措置が発表された。 

（２）キルチネル大統領は訪墨し、墨との戦略的パートナーシップ合意に署名するととも

に、墨のメルコスール加盟を重視している旨述べた。 

（３）エネルギー不足等の影響から、６月の生産は減速したものの、消費は好調で、市場

見通しでは 07 年の成長率は 7.7％、08 年は 6.3％と予測されている。 

統計局の発表では、７月までの消費者物価の伸びは 4.4％に留まったが、実際にはこれ

をかなり上回っていると見られている。６月の給与指数は前年比 20.2％の上昇となった。 

（４）米国住宅ローン問題への懸念からリスク回避の動きが強まったことなどから、月末

にかけて、株価、為替レートの下落、カントリーリスク指数、金利の上昇が生じたが、中

銀の介入等もありその後はやや値を戻した。 

 エネルギー関連支出の増加等により、６月の財政収支は実質では前年をかなり下回った。 

６月の貿易は、輸出が前年比 17％増、輸入が同 25％増となり、貿易黒字は同 9％減少し

た。 

 

２．経済の主な動き 

（１）経済全般 

（イ）エネルギー 

７月に入ってからも、気温低下によるエネルギー需要の増加、水不足による電力発電量

の低下などのため、エネルギー不足が続き、大口使用者向けの電力及びガスの供給制限が

続いた。 

２日、政府は、シェル社の５カ所のガソリンスタンドで軽油の供給不足が生じていると

して、供給法に基づき１カ所につき１００万ペソの罰金を科すことを発表した。また、他

に４０カ所を調査中であることを明らかにした。 

４日、キルチネル大統領は、演説の中で、家庭へのエネルギー供給の制限も値上げも予

定されてはいないと述べた。 
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５日、伯エネルギー鉱業省は、７日から８月末まで亜に３５０ＭＷの追加的送電を行う

ことを認めた。 

６日、政府は、政府の指示を上回るガス供給停止を行ったとして、メトロガス社の社長

を強制的に交替させた。 

９日、８９年振りにブエノスアイレスでも降雪となり、エネルギー需要が増加したため、

チリへのガス輸出が再び制限された。フェルナンデス首相は、皆がエネルギー消費に注意

深くなければならないと述べ、初めてエネルギー消費の節約を呼びかけた。 

10 日、ブエノスアイレス市内及びバリローチェ市内で一部停電が生じた。 

10～13 日の間、ガススタンドでの天然ガス販売が再び停止された。タクシー運転手等に

よる抗議活動を回避するため、政府は、石油・ガス会社にタクシー運転手等に対しガスと

同じ価格でガソリンを提供することを求め、代わりに補助金を支給することを決めた。ガ

ソリンスタンドには長蛇の列ができ、タクシー運転手等の不満が聞かれた。 

12 日、政府は、天然ガス消費量を日量 580 万立方メートル減らして発電に充てるため、

90 日間、石油会社に補助金を支給し、産業向けにガスと同じ価格で液体燃料を提供するエ

ネルギー・トータル計画を発表した。9.3 億ペソの財政手当がなされている。 

12 日、パラグアイへの液化石油ガスの輸出も制限された。 

18 日、政府は、国営 ENARSA 社が７つの発電機を購入することを発表した。全て天然ガ

ス及び軽油のデュアルサイクル発電機であり、合計発電能力は 1,600ＭＷ、合計投資額は

32.5 億ペソ、2008 年 6 月から 12 月に順次稼働予定であると発表した。 

18 日、エネルギー規制機構総裁は、エントレリオス州で８月から家庭向けの電力料金が

最大で９％値上げされることを認めた。コルドバ州、メンドーサ州など他の州でも同様の

動きが見られる。 

24 日から、再びチリへのガス輸出が制限された。 

27 日、政府は、カナダと、４基目の原発建設に係る技術移転等に関する覚書に署名した。 

（ロ）その他 

５日、統計局の担当職員等は、統計局長に対し、歪められた消費者物価指数を基に貧困

指数を作成しないことを求めたのに対し、６日、政府は貧困指数の担当課長を交替させた。 

16 日、執務室内で大金が発見され去就が注目されていたミセリ経済相が辞任し、後任に

工業界と良好な関係にあるペイラノ商工長官が任命された。政策に大きな変更はないと見

られている。 

18 日、ペイラノ経済相は、テレビ番組の中で、統計指標は信頼できる、価格統制はなく

価格合意があるのみである、（工業のみならず）各セクターの均衡が必要である、競争的為

替レートモデルを堅持する、エネルギーについて構造的な問題はなく料金の値上げはしな

い、短期的には問題はなく長期的には生産部門への金融が鍵になる、次期政権成立後の続

投は決定権者（次期大統領）が決定することである、などと述べた。 

19 日、クリスティーナ・フェルナンデス大統領夫人が、大統領選出馬表明集会で演説し、
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現政権の方針を継続すること、蓄積と社会的包摂を重視する経済モデルを採ること、この

経済モデルにおいては中長期的な戦略を計画すること及び労働者と企業家の社会的対話が

行われることが必要であることなどを述べた。 

25 日、統計局の消費者物価指数操作疑惑に関し、統計局が家宅捜査を受けた。同日、ペ

イラノ経済相は、統計局長を解任し、後任に統計副局長を任命した。 

25 日、ペイラノ経済相は、ミセリ経済相に近かった法制・官房長官、経済調整次官補、

不動産銀行政府代表を交代させた。また、自身の後任の商工長官、通商次官補、顧問室長

等を任命した。 

引き続き、政府の介入に反対する統計局職員による抗議行動が断続的に行われた。 

 

（２）物価・賃金 

（イ）物価 

 27 日、政府は、スーパーマーケット業界と、６％値上げした上で 12 月 10 日まで価格を

据え置く協定を締結した。 

 ７月に入りガソリン価格が上昇していたが、30 日、モレノ国内取引長官の要請を受け、

レプソルＹＰＦ、ペトロブラス、エッソの３社は、６月末の価格に戻すことを約束した。 

（ロ）賃金等 

５日、キルチネル大統領は、現役軍人の給与を 16.5％引き上げることを表明した。 

10 日、最低賃金審議会が開催され、現在月額 800 ペソの最低賃金を、８月に 900 ペソ、

10月に960ペソ、12月に980ペソまで段階的に引き上げることが合意された。これにより、

最低賃金が貧困水準（６月現在月額 923 ペソ）を上回ることになる。 

サンタクルス州船員組合は、賃上げを求めて、3 日からプエルト・デセアード市の魚加

工工場を封鎖していたが、20 日、このデモ隊が暴徒化し、6工場に放火した。 

23 日から、サンタクルス州石油労組が、所得税の軽減等を求めてストライキを行い、25

日、30％の賃上げで労使合意に達した。 

27 日、政府は、所得税の課税最低限の引上げ措置を発表した。法案が下院に提出され、

成立後は今年１月に遡って適用される。夫婦子二人の場合、課税最低限は月間所得 3,692

ペソから 4,577 ペソに引き上げられる。平均で９％手取り収入が増える見込みである。受

益者は約６０万人で、減税額は年間１５億ペソの見込みである。 

電話労組及び石油化学労組によるストライキが断続的に行われた。 

マルデルプラタ市で賃上げを求める水産労働者による道路封鎖等が行われた。 

 

（３）金融・財政 

10 日、超権限法に基づき 686 百万ペソが新たにエネルギー基金に振り向けられた。 

 

（４）対外関係 
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 30 日、キルチネル大統領は訪墨し、カルデロン墨大統領と戦略的パートナーシップ合意

に署名するとともに、墨のメルコスール加盟を重視している旨述べた。 

 

３．経済指標の動向 

（１）経済活動全般 

５月の経済活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 8.5％増、前月比 1.4％増となっ

た。 

 ７月のＲＥＭ（民間エコノミストの予測の中銀による集計値）の平均では、07 年の実質

ＧＤＰ成長率は 7.7％、08 年は 6.3％と予測されている。 

 

（２）消費 

（イ）小売 

６月のスーパーマーケット売上高（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 13.3％増、前月比

1.8％増、ショッピングセンター売上高（ＩＮＤＥＣ発表）も、前年同月比 21.1％増、前

月比では 2.9％増と引き続き好調だった。 

（ロ）自動車販売 

自動車協会（ＡＤＥＦＡ）が発表した７月の自動車販売台数は、前年同月比 40.0％増、

前月比 10.4％増と、引き続き好調だった。 

 

（３）工業生産・建設活動 

（イ）工業生産 

６月の工業生産指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、エネルギー不足等の影響から、前年同月比

5.0％増、前月比 0.1％減に留まったが、引き続き自動車の生産は好調だった。 

６月の稼働率は、前月に比べ 0.6％ポイント上昇し 72.7％となった。引き続き、石油精

製が 98.4％、基礎金属が 90.0％と高かった。 

（ロ）建設活動 

６月の建設活動指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前年同月比 1.4％増、前月比 6.1％増に留ま

り、引き続き低調だった。 

（ハ）自動車生産 

自動車協会が発表した７月の自動車生産台数は、前年同月比 16.5％増、前月比 7.6％減

と減速した。エネルギー不足の影響と見られている。 

 

（４）物価・雇用 

（イ）物価 

７月の消費者物価指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 0.5％の上昇となり、１月からの

累計では 4.4％の上昇に留まったが、実際にはこれをかなり上回っていると見られている。 
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７月の卸売物価指数は、前月比 2.1％の上昇となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の消費者物価指数の上昇率は前年比 8.9％と予測されている。 

（ロ）雇用・賃金等 

６月の給与指数（ＩＮＤＥＣ発表）は、前月比 2.54％増となり、特に公共部門が同 4.65％

増となった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の失業率は 8.0％、給与指数の上昇率は前年比 17.00％と予測

されている。 

 

（５）金融 

（イ）米国のサブプライム住宅ローン問題への懸念が高まり、リスク回避の動きが強まっ

たことなどから、24 日から 27 日にかけて、世界的に、新興国の国債価格、株価、為替レ

ートが下落した。 

株価指数である Merval 指数は、23 日の 2,303 ポイントから、27 日には 2,150 ポイント

まで下落したが、31 日には 2,180 ポイントまで回復した。カントリーリスク指数であるＥ

ＭＢＩ＋は、23 日の 355 ポイントから、27 日には 471 ポイントまで上昇したが、31 日に

は 449 ポイントまで戻した。 

（ロ）為替レートは、23 日の１ドル＝3.12 ペソから、25 日には同 3.17 ペソまで下落した

が、中銀等によるペソ買い介入により、31 日には同 3.12 ペソまで戻した。コールレート

は、23 日の 9.44％から、27 日には 14.56％まで上昇したが、中銀による法定準備預金の緩

和、中銀債の買いオペ等により、31 日には 12.38％まで低下した。外貨準備高は引き続き

増加を続け、７月末には 442 億ドルとなった。 

 ＲＥＭの平均では、07 年の外貨準備高は 483 億ドル、為替レートは 1ドル＝3.15 ペソと

予測されている。 

 

（６）財政 

（イ）財政収支 

経済省が発表した６月の財政収支は、歳入が前年同月比 37.2％、一次歳出が同 44.3％増

加し、一次財政黒字は同 2.6％増の 22 億ペソに留まった。しかし、年金制度変更に伴う臨

時収入約 13 億ペソを除くと、一次財政黒字は前年同月を大きく下回る約 10 億ペソに留ま

ったと見られている。ガス不足に伴う火力発電のための軽油の輸入、年金給付の増大、エ

ネルギーインフラ等への投資の増大により、歳出が増加したと見られている。 

ＲＥＭの平均では、07 年の一次財政黒字は 261 億ペソ、対ＧＤＰ比で約 3.3％と予測さ

れている。 

（ロ）税収 

経済省が発表した７月の税収は、前年同月比 37.7％増の 175 億ペソとなった。付加価値

税収が同 48.7％増の 5,616 百万ペソ、法人及び個人に係る所得税収は同 29.4％増の 3,395
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百万ペソ、社会保障雇用主負担金が同 34.7％増の 2,664 百万ペソ、輸出税収が同 31.9％増

の 1,638 百万ペソ、金融取引税収が 25.2％増の 1,236 百万ペソとなった。 

ＲＥＭの平均では、07 年の税収は、前年比 29.1％増の 1,936 億ペソと予測されている。 

 

（７）貿易 

６月の貿易（ＩＮＤＥＣ発表）は、輸出が前年同月比 17％増の 4,480 百万ドルとなった

一方、輸入が同 25％増の 3,580 百万ドルとなった結果、貿易黒字は同 9％減の 901 百万ド

ルとなった。輸出は、大豆油等の食用油、とうもろこし・小麦等の穀物、乗用車等の陸上

輸送機器が増加した一方、原油、燃料等は減少した。輸入は、農業・金属等への中間財、

携帯電話・航空機等の資本財、自動車等の部品、軽油・燃料油等の燃料等が増加した。 

ＲＥＭの平均では、07 年の輸出は前年比 12％増の 522 億ドル、輸入は 23％増の 418 億

ドルと予測されている。 
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（６）金融
ﾒﾙﾊﾞﾙ ｶﾝﾄﾘｰ コールレート プライムレート

指数 ﾘｽｸ （ﾍﾟｿ翌日） （ﾍﾟｿ30日）

　 ペソ 百万ドル 百万ペソ 百万ペソ 百万ペソ ％ ％

524,95 6.358 3,3630 10.516 29.151 67.356 34.854 6,25 33,06
1071,95 5.361 2,9330 14.119 46.391 91.486 30.754 1,50 10,10
1375,37 4.703 2,9738 19.645 52.477 113.414 38.871 2,31 5,64
1543,31 504 3,0315 28.076 54.710 134.917 53.647 6,81 7,11
2090,46 217 3,0695 32.037 80.066 169.586 75.293 8,19 9,03

06年 8月末 1662,84 329 3,0972 27.397 65.617 157.999 67.116 5,63 9,16
9月末 1637,27 339 3,1043 28.048 69.428 160.529 69.440 8,25 9,14

10月末 1781,68 287 3,0933 29.082 67.893 164.035 72.034 6,56 9,38
11月末 1967,02 309 3,0693 30.328 73.039 169.052 74.170 7,50 9,58
12月末 2090,46 217 3,0695 32.037 80.066 169.586 75.293 8,19 9,03

07年 1月末 2047,87 192 3,1063 33.739 76.329 174.738 76.993 7,00 9,51
2月末 2067,64 227 3,1010 34.936 75.328 176.292 78.492 6,81 9,24
3月末 2102,78 205 3,1007 36.849 78.797 178.986 80.343 7,06 8,72
4月末 2154,55 272 3,0898 38.606 77.733 183.203 82.016 6,94 8,54
5月末 2243,03 277 3,0785 40.581 78.517 185.981 84.299 7,56 8,62
6月末 2190,87 325 3,0908 43.157 83.675 187.792 86.645 7,81 8,65
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（７）財政

百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 前年比 ％ 百万ペソ 百万ペソ 前年比 ％
02年 66.270 9,1 64.010 8,0 2.260 55,3 ▲ 4.549 50.476 11,2
03年 92.161 39,1 83.473 30,4 8.688 284,4 1.805 72.244 43,1
04年 118.469 28,5 101.108 21,2 17.360 99,8 11.658 98.293 36,1
05年 142.996 20,7 123.335 22,0 19.661 13,3 9.418 119.252 21,3
06年 183.128 28,1 159.963 30,0 23.165 17,8 11.623 150.009 25,8
06年 7月 15.788 29,2 13.700 31,9 2.088 13,7 1.824 12.689 26,7

8月 15.774 31,7 13.566 33,9 2.208 19,6 ▲ 91 13.013 26,9
9月 15.362 25,5 13.149 23,8 2.213 36,8 1.437 12.753 29,0

10月 16.407 36,7 14.264 31,3 2.142 87,3 1.429 13.361 35,1
11月 16.648 36,4 15.008 41,2 1.640 4,4 1.360 13.785 36,3
12月 17.948 29,9 17.669 28,1 279 1.063,3 ▲ 2.370 14.118 24,9

07年 1月 13.914 30,5 12.279 41,0 1.635 2,0 767 14.535 30,2
2月 13.296 28,5 11.328 34,1 1.968 3,3 87 13.356 27,4
3月 13.859 32,3 12.373 36,4 1.486 5,8 296 13.944 33,6
4月 13.365 21,4 11.748 23,9 1.617 5,5 637 13.279 32,6
5月 17.876 38,4 12.521 39,0 5.355 37,1 4.967 18.875 31,5
6月 18.037 30,4

百万ドル 対ＧＤＰ比 ％

02年末 137.320 149,4
03年末 178.821 138,8
04年末 191.296 127,3
05年末 128.630 73,5
06年末 136.725 64,0

04年6月末 181.168
04年9月末 182.431
04年12月末 191.296
05年3月末 189.754
05年6月末 126.466
05年9月末 125.406
05年12月末 128.630
06年3月末 127.938
06年6月末 130.650
06年9月末 129.604
06年12月末 136.725

債務残高

税収歳入 一次歳出 一次収支 総合収支
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（８）貿易

百万ドル 前年比 ％ 百万ドル 前年比 ％ 百万ドル
25.709 ▲ 3 8.990 ▲ 56 16.720 5.733 2.976 3.833 5.132 1.182 371
29.566 15 13.833 54 15.732 5.576 3.456 4.170 5.830 2.456 343
34.550 17 22.445 61 12.105 6.789 3.839 5.039 6.210 2.737 360
40.352 16 28.689 28 11.663 7.706 4.500 6.032 6.847 3.336 303
46.456 15 34.151 19 12.306 9.907 4.390 6.026 8.172 3.676 405

06年 7月 3.814 5 2.853 21 961 06年 7月 864 326 432 722 349 15
8月 4.240 11 3.282 25 958 8月 883 463 471 707 261 37
9月 4.035 17 3.169 28 866 9月 847 340 585 699 314 49

10月 4.202 25 3.254 30 948 10月 901 374 510 734 469 28
11月 4.099 26 3.237 20 862 11月 991 354 493 683 380 12
12月 4.219 17 2.756 10 1.463 12月 721 416 577 638 231 40

07年 1月 3.368 6 2.950 27 418 07年 1月 806 352 389 627 135 53
2月 3.531 15 2.791 20 740 2月 875 307 461 602 156 41
3月 4.112 13 3.418 26 694 3月 991 311 533 651 352 50
4月 4.261 9 3.139 23 1.122 4月 909 351 324 762 492 39
5月 4.794 15 3.542 25 1.253 5月 982 369 455 824 564 53

2.896 177 2.027 2.029 342 314
5.167 290 2.584 2.710 742 395
8.210 404 4.320 4.238 1.430 612

11.020 549 5.000 4.833 2.271 789
12.686 599 5.597 5.813 3.153 933

06年 7月 1.010 46 482 510 246 76
8月 1.221 58 500 547 296 87
9月 1.106 49 603 534 293 89

10月 1.215 57 490 584 338 82
11月 1.194 49 529 552 356 94
12月 1.052 42 454 449 302 80

07年 1月 1.012 54 489 570 330 88
2月 1.077 43 462 481 289 69
3月 1.313 54 547 607 353 122
4月 1.150 47 516 526 291 178
5月 1.387 60 527 587 369 96
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